
環境・省エネ支援Gr. 
 

1. 販売支援活動 

１） 2022年度は、(一社)日本シニア起業支援機構から遮熱の技術紹介を受け効果のある

企業を探しているが、実績につながらず。 

２） KTSが技術的な調査・分析・研究・実践を行い、他団体と協働し官民の助成事業応募を

支援して取組む計画であったが、テーマが見つからず保留。 

３） 竹粉活用の F社との関係を強化し、KTS としてどこに注力するか検討し、具体化への 

道筋をつくる計画であり、竹粉を 7袋受領し若松の農家に配布した。PRの仕方や農家

にどうアプローチするか。未知の要素が多く、試行錯誤を重ねている。 

 

２．対外的な KTS人材の技術情報整備と PR 

KTS人材の技術情報整備のデータを活用し、会員の環境技術に関する活動支援を 

進める計画であったが、進捗せず。断念した。 

 

３．補助金等を活用した技術力向上への支援 

2022年度は、省エネ補助金等の情報収集を進めたが実績なし。 

 

４．公的機関からの受託事業開拓 

2022年は、省エネルギーセンターからの依頼で 3社の省エネ診断実施、さらに北九州市

からの委嘱でエコプラミアム審査員を務めた。 

 


